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研究実績の概要  

近 代 国 家 は 、 自 律 し た 個 人 に よ っ て 構 成 さ れ る の が 建 前 で あ る 。 そ れ で は 、 個 人 で は あ

る が 、 ま だ 自 律 し て い な い 存 在 で あ る 子 供 を 、 近 代 国 家 は い か に 扱 う べ き か 。 こ の 問 題 を

考 察 す る こ と に よ り 、 自 律 し た 個 人 を 前 提 と す る 近 代 国 家 の 論 理 の 限 界 を 検 討 す る こ と が

研 究 目 的 で あ る 。 具 体 的 に は 、 教 育 を め ぐ る ド イ ツ の 議 論 を 検 討 の 素 材 と し た 。  
 

本 研 究 の 成 果 と し て 、 以 下 の 知 見 を 得 た 。 す な わ ち 、 わ が 国 に お い て 、 教 育 を め ぐ る 法

的 議 論 は 、 判 例 も 学 説 も 「 子 ど も 」 を 中 心 に 組 み 立 て ら れ て き た 。 こ れ に 対 し て 、 ド イ ツ

に お い て 議 論 の 中 心 を な す の は 、 「 国 」 対 「 親 」 と い う 対 立 構 造 で あ り 、 子 ど も は 中 心 に

据 え ら れ て い な い 。 こ の 知 見 は 、 わ が 国 の 従 来 の 議 論 を 相 対 化 す る 枠 組 み と な り う る と 思

わ れ る 。 し か し 、 今 年 度 の 研 究 で は 、 枠 組 み の 中 身 を な す 具 体 的 問 題 に つ い て 、 十 分 に 論

ず る こ と が で き な か っ た 。 今 後 は 、 こ の 枠 組 み を 活 用 し て 具 体 的 な 問 題 を 取 り 上 げ た い 。  
 

研 究 を 進 め る に あ た っ て 、 文 献 の 分 析 を 中 心 と す る 理 論 的 な 考 察 に 基 づ い て ド イ ツ に お

け る 議 論 の 枠 組 み を 確 認 す る こ と に 焦 点 を 絞 る と い う 方 針 を 立 て た 。 こ の 方 針 に 従 い 、 研

究 経 費 の 大 部 分 を 比 較 対 象 国 ド イ ツ の 文 献 収 集 に あ て た 。  
 

研 究 代 表 者 は 、 以 前 か ら 本 研 究 と 深 く 関 連 す る 研 究 を 継 続 し て い た 。 そ こ で 、 本 研 究 の

成 果 を 以 前 か ら の 研 究 に 組 み 込 み 、 一 体 化 し て 、 「 自 由 な 立 憲 国 に お け る 学 校 の 教 育 委 託

と 教 育 尺 度 」 と い う 論 文 と し て と り ま と ま る こ と と し た 。 「 自 由 な 立 憲 国 に お け る 学 校 の

教 育 委 託 と 教 育 尺 度 （ 一 ） 」 、 赤 川  理 、 法 学 会 雑 誌 第 4 6 巻 第 2 号 （ 首 都 大 学 東 京 ・ 東

京 都 立 大 学 法 学 会 ） （ 平 成 1 8 年 1 月 ） は 、 同 論 文 の 連 載 の 第 一 回 目 で あ る 。 ま た 、 現

在 、 同 論 文 の 連 載 の 第 二 回 目 を 同 誌 第 4 7 巻 第 1 号 に 投 稿 し て い る 。  
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